
 

そ
れ
も
ひ
と
く
く
り
に
し
て
「
障
害
者
」
と
い
い
ま
す
が
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
で
は
其
々
異
な
る
状
況
・
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
知
的
障
害
者
は
約
５

５
万
人
で
総
人
口
か
ら
す
れ
ば
わ
ず
か
約
０
．
４
％
で
す
か
ら
、「
多
勢
に
無
勢
」
的
な
面
は

如
何
と
も
し
が
た
い
わ
け
で
そ
れ
が
社
会
の
実
態
で
す
。
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、
ど
う
し
た

ら
知
的
障
害
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
社
会
か
ら
受
け
止
め
て
貰
う
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
次
第
で
す
。 

 

日
本
に
お
け
る
障
害
者
（
身
体
、
知
的
、
精
神
）
は
約
７
０
０
万
人
で
す
。
総
人
口
の
約

５
．
５
％
で
す
か
ら
、
総
人
口
か
ら
す
れ
ば
一
握
り
の
人
口
な
の
で
す
。 

 

高
齢
者
は
社
会
の
中
で
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
方
々
の
主
張
も
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
き
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
す
。
一
方
で
子
供
の
人
口

は
、
毎
年
減
少
を
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
が
如
何
に
社
会
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
も
た
ら
す

か
は
、
社
会
の
全
て
の
階
層
・
年
齢
層
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、「
少
子
高
齢

化
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
高
齢
化
と
結
び
つ
い
た
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
七
月
吉
日 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
後
援
会
・
編
集
発
行 

 

 
 

 
 

  

人
権
思
想
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
等
で
社
会
で
の
理
解
度
は
相
当
進
ん
で
は

い
ま
す
が
、
や
は
り
、「
多
勢
に
無
勢
」
的
な
面
が
あ
り
ま
し
て
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
面

が
有
る
こ
と
も
事
実
で
す
。 

私
共
、
文
京
槐
の
会
の
後
援
会
の
会
員
は
、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
地
域
を
よ

く
承
知
し
て
い
る
方
等
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
後
援
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
力
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

      

日
本
の
高
齢
者
は
約
２
，
６
０
０
万
人
、
総
人
口
の
約
２
０
％
で
す
。 

で
は
、
障
害
者
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

子
供
の
人
口
は
約
１
，
７
０
０
万
人
、
総
人
口
の
約
１
４
％
で
す
。 

後
援
会
だ
よ
り 

障
害
者
へ
の
理
解
を
高
め
よ
う 

 

３ 

号

 
 

 
 

 
 

 

理
事
長 

伊
藤 

達
彦 

 

社
会
福
祉
法
人 

文
京
槐
の
会 

  

私
た
ち
は
、
こ
の
後
援
会
の
皆
様
か
ら
頂
く
こ
う
し
た
「
人
の
心
」
こ
そ
「
共
に
生
き
る

社
会
を
目
指
す
」
大
き
な
道
標
と
な
る
こ
と
と
、
と
て
も
心
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
の
末
永
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

こ
う
し
た
福
祉
を
改
め
よ
う
と
、
国
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
施
行
さ
せ
、
障
害
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
そ
う
と
の
大
き
な
舵
取
り
を
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
の
仕
組
み
に
ど
ん
な
に
お
金
を
投
入
し
て
充
実
さ
せ
て

も
「
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」
に
は
向
か
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
、
お
金
で
も

仕
組
み
で
も
解
決
で
き
な
い
、
人
の
心
が
と
て
も
大
切
な
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
か
ら
で

す
。 

 

例
え
ば
、
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
、
障
害
児
が
通
う
通
園
施
設
に
行
き
、
就
学
時
は

特
別
支
援
学
校
で
学
び
、
卒
業
す
る
と
障
害
者
の
通
所
施
設
に
通
う
、
そ
し
て
家
族
の
介
護

が
困
難
と
な
れ
ば
入
所
施
設
で
一
生
暮
す
と
言
う
福
祉
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
の
枠
組
み
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
人
達
の
そ
の

多
く
は
、
同
じ
障
害
の
あ
る
人
と
し
か
生
き
て
行
か
れ
な
い
、
さ
ら
に
は
、
障
害
の
あ
る
人

と
な
い
人
が
全
く
別
の
場
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
社
会
を
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
つ
く
っ
て
き

た
と
言
え
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
設
長 

江
澤 

嘉
男 

 
 

共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て 

       

は
～
と
・
ピ
ア 

       

 

 
伊藤理事長 

江澤施設長 

似
顔
絵 

す
て
っ
ぷ
利
用
者
作 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

蓮
華
寺
に
到
着
す
る
と
、
境
内
か
ら
人
が
あ
ふ
れ
出
て
い
て
蓮
華
寺
坂
に
ま
で

お
相
撲
さ
ん
を
見
た
い
人
た
ち
の
行
列
が
出
来
て
い
る
ぐ
ら
い
の
賑
わ
い
で
し

た
。 相

撲
好
き
の
利
用
者
は
、
お
相
撲
さ
ん
に
会
え
る
と
あ
っ
て
出
発
前
か
ら
職
員

に
何
度
も
何
度
も
誰
が
来
る
の
？
何
時
に
出
発
す
る
の
？
今
何
時
？
と
興
奮
を

隠
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
。 

今
年
の
二
月
十
五
日
（
日
）
の
午
後
、
後
援
会
の
副
会
長
で
も
あ
る
蓮
華
寺
の

住
職
橘
高
智
光
さ
ん
の
ご
招
待
に
よ
り
、
蓮
華
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
佐
渡
ヶ
獄
一

門
に
よ
る
“
も
ち
つ
き
大
会
”
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

   

 
 
 
 

 
 

当
日
は
、
は
～
と
・
ピ
ア
利
用
者
、
短
期
保
護
利
用
者
及
び
職
員
で
参
加
。 

 
「
も
ち
つ
き
大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た 

 
 

 
 

 

境
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
琴
光
喜
関
、
琴
欧
州
関
は
防
犯
の
タ
ス
キ
を
掛
け
、

来
客
者
一
人
ひ
と
り
に
握
手
、
ま
た
、
蓮
華
寺
恒
例
の
安
全
も
ち
、
健
康
も
ち
を

配
布
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
臼
と
杵
が
小
さ
く
見
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
体
で
若

手
の
力
士
は
も
ち
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

我
々
も
し
っ
か
り
、
安
全
も
ち
、
健
康
も
ち
を
頂
き
、
琴
光
喜
関
、
琴
欧
州
関

と
握
手
。
な
お
か
つ
、
つ
き
た
て
の
ふ
る
ま
い
餅
も
食
べ
、
境
内
の
熱
気
で
寒
い

こ
と
も
忘
れ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

後
援
会
の
副
会
長
橘
高
智
光
さ
ん
の
計
ら
い
に
よ
り
今
回
の
も
ち
つ
き
大
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

文
京
槐
の
会 

後
援
会 

事
務
局 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



                
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

平
成
２０
年
度
事
業
報
告 

 
⑴ 

会
員
数 

 
 

① 

個
人
会
員 

 
 

７
８
名 

 
 

② 
団
体
会
員 

 
 
 

８
団
体 

 
 

⑵ 

主
な
活
動
内
容 

 
 

① 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
の
役
員
、
各
種
委
員
、
保
護
者
、
職
員
等
と

連
携
を
し
て
、
会
員
の
募
集
を
行
っ
た
。 

 
 

② 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
利
用
者
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
た
。 

 
 

③ 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
の
え
ん
じ
ゅ
祭
り
及
び
動
坂
福
祉
会
館
祭

り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
た
。 

 
 

④ 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
へ
の
財
政
援
助
を
行
っ
た
。 

 
 

⑤ 

映
画
鑑
賞
会
を
協
賛
し
た
。 

 
 

⑥ 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
利
用
者
・
職
員
を
蓮
華
寺
主
催
に
よ
る
佐
渡

ヶ
獄
一
門
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
へ
招
待
し
た
。 

⑦ 

「
後
援
会
だ
よ
り
」
第
２
号
の
発
行
を
行
っ
た
。 

⑶ 

決
算 

① 

収
入 

 

６
９
６
千
円 

 
 
 
 

 

ア 

会
費
収
入 

 
 

３
４
２
千
円 

 
 
 
 

 

イ 

前
期
繰
越
金 

 

２
０
９
千
円 

 
 
 
 

 

イ 

そ
の
他 

 
 
 

１
４
５
千
円 

② 

支
出 

 

３
１
７
千
円 

 
 
 

ア 

槐
の
会
へ
寄
付 

１
５
０
千
円 

 
 
 

イ 

そ
の
他
経
費 

 

１
６
７
千
円 

③ 

繰
越
金 

３
７
９
千
円 

                                    

平成２１年度後援会活動計画 

平
成
２１
年
度
事
業
計
画 

⑴ 

目
標
会
員
数 

 
 

① 

個
人
会
員 

 
 

１
７
４
名 

 
 

② 

団
体
会
員 

 
 
 

３
０
団
体 

 

⑵ 

主
な
活
動
内
容 

 
 

① 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
の
役
員
、
各
種
委
員
、
保
護
者
、
職
員

等
と
連
携
を
し
て
、
会
員
の
募
集
を
行
な
う
。 

 
 

② 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
の
各
事
業
へ
協
力
を
行
な
う
。 

 
 

③ 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
の
各
施
設
の
利
用
者
拡
大
へ
向
け
て
の

協
力
を
行
な
う
。 

 
 

④ 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会
へ
の
財
政
援
助
を
行
な
う
。 

⑤ 

年
１
回
「
後
援
会
だ
よ
り
」
の
発
行
を
行
な
う
。 

 

⑶ 

予
算 

 
 

① 

収
入 

 

１
，
０
４
７
千
円 

 
 
 

ア 

会
費
収
入 

５
０
０
千
円 

 
 
 

イ 

そ
の
他 

 

５
４
７
千
円 

① 

支
出 

 

４
３
８
千
円 

 

ア 

槐
の
会
へ
寄
付 

１
５
０
千
円 

 
イ 

そ
の
他
経
費 

 

２
８
８
千
円 

③ 
繰
越
金 

６
０
９
千
円 

平成２０年度後援会活動報告 



平
成
２１
年
度
文
京
槐
の
会
近
況
報
告 

 
① 
文
京
槐
の
会  

 
 

平
成
２１
年
３
月
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
役
員
・
評
議
員
が
改
選
さ
れ
新
た
な
体
制
で
運

営
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し
た
。

（http://w
w

w.enjunokai.com

） 

② 

は
～
と
・
ピ
ア 

 
 

年
度
末
に
８
名
の
退
所
者
が
出
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
に
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
を

新
た
に
向
か
え
ま
し
た
。
ま
た
、
前
施
設
長
の
高
橋
修
司
が
文
京
区
へ
戻
っ
た
た
め
、
新

た
に
他
の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
障
害
福
祉
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
江
澤
嘉
男
新
施
設
長
を

向
か
い
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
８
年
ぶ
り
に
新
規
職
員
も
採
用
し
て
、
活
気
あ
ふ
れ
る

新
生
は
～
と
・
ピ
ア
と
し
て
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

③ 

文
京
藤
の
木
荘
・
動
坂
福
祉
会
館 

昨
年
、
藤
の
木
荘
の
改
修
工
事
を
行
い
、
新
た
な
空
間
で
日
々
利
用
者
と
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
短
期
保
護
の
利
用
も
動
坂
福
祉
会
館
と
合
わ
せ
て
前
年
度
よ
り
約
２
割
の
利
用

増
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
さ
ら
な
る
利
用
増
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

④ 

動
坂
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
） 

 

今
年
度
は
、
作
品
販
売
、
作
業
等
を
取
り
入
れ
て
利
用
者
へ
の
工
賃
支
給
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。 

⑤ 

中
・
高
生
の
放
課
後
居
場
所
対
策
事
業
（
ク
ラ
ブ
・
す
て
っ
ぷ
） 

 
 

昨
年
の
７
月
よ
り
、
文
京
区
か
ら
受
託
し
て
い
る
事
業
で
す
。
毎
日
、
中
・
高
生
の
パ

ワ
ー
に
負
け
ず
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

⑥ 

障
害
児
長
期
休
暇
対
策
事
業
「
タ
イ
ム
ケ
ア
」 

 
 

今
年
度
の
夏
季
は
、
８
月
１０
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
利
用
申
込
が
多
か
っ
た
の
で
、
定
員
７
名
か
ら
１０
名
に

定
員
を
増
や
し
て
対
応
し
ま
す
。 

          

 
 

会 
 

 

長 
 

八 

幡 

善 

量 

（
再
任
） 

 

平
成
２１
年
６
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
任
期
満
了 

 

役
員
名
簿 

に
よ
る
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
期
役
員
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 
 

副 

会 

長 
 

橘 

高 

智 

光 

（
再
任
） 

 
 

副 

会 

長 
 

藤 

井 
 

寔 
 

（
再
任
） 
 

 

幹 
 

 

事 
 

亀 

谷 

貞 

夫 

（
再
任
） 

 
 

幹 
 

 

事 
 

諏 

訪 

紀 

子 

（
再
任
） 

 
 

幹 
 

 

事 
 

高 

野 

一 

義 

（
再
任
） 

幹 
 

 

事 
 

筒 

井 

幸 

代 

（
再
任
） 

幹 
 

 

事 
 

鶴
賀
谷 

敏 

夫 

（
再
任
） 

幹 
 

 

事 
 

深 

谷 

純 

子 

（
再
任
） 

 

会

計

監

事 
 

小 

林 

繁 

夫 

（
再
任
） 

 
 

会

計

監

事 
 

大 

友 

計 

宏 

（
再
任
） 

 
 

         

募 集 事 項 
① 

槐
の
会 

槐
の
会
で
は
、
利
用
者
、
軽
作
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
招
待
等
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
を
下

さ
い
。 

電
話
番
号 

０
３
（
３
９
４
３
）
４
３
０
０ 

北
見 

 

② 

後
援
会
よ
り 

会
員
場
集 

 

個
人
会
員 

１
口
２
、
０
０
０
円 

 

団
体
会
員 

１
口
５
、
０
０
０
円 

口
座
番
号 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
０
１
３
０
―
９
―
４
６
０
０
８
３ 

口
座
名
義 

文
京
槐
の
会 

後
援
会 

 

 

 

絵 

は
～
と
・
ピ
ア
利
用
者
小
倉
あ
き
子
さ
ん
作 


